
る
と
さ
れ
る
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
に

加
え
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
の
あ
る

「
も
ち
麦
」（
ダ
イ
シ
モ
チ
）を
当
地
域

初
の
取
り
組
み
と
し
て
栽
培
い
た
し
ま

し
た
。
順
調
に
収
穫
が
完
了
し
７
月
か

ら
２
０
０
g
の
袋
入
り
で
５
０
０
円

（
税
込
み
５
４
０
円
）
で
の
販
売
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
菜
種
油
、
コ
ッ
パ
餅
、
乾
燥

か
ぼ
ち
ゃ
、
い
く
り
ジ
ャ
ム
、
乾
燥
菊

芋
等
の
加
工
食
品
の
販
売
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
社
は
、
常
時
、
株
主
へ
の
加
入
と

田
畑
の
受
託
依
頼
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

会
社
概
要
　
資
本
金
　
６
５
７
万
円

株
主
数
　
　
　
　
43
名
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城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
・
公
民
館
だ
よ
り

城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
・
公
民
館
だ
よ
り

城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
・
公
民
館
だ
よ
り

令
和
元
年

7
月
3
1
日
発
行

令
和
元
年

7
月
3
1
日
発
行 号

1
1
8
 

主
な

内
容

振
興
会
総
会
・
新
年
度
予
算
関
係

新
団
体
長
の
抱
負
・
球
技
大
会

芝
桜
観
賞
会
・
一
日
一
汗
運
動

ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ

学
校
だ
よ
り
・
ホ
タ
ル
便

㈱
ほ
た
る
の
里
城
河
原
・
ふ
る
さ
と
文
芸

振
興
会
総
会
・
新
年
度
予
算
関
係

新
団
体
長
の
抱
負
・
球
技
大
会

芝
桜
観
賞
会
・
一
日
一
汗
運
動

ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ

学
校
だ
よ
り
・
ホ
タ
ル
便

㈱
ほ
た
る
の
里
城
河
原
・
ふ
る
さ
と
文
芸

振
興
会
総
会
・
新
年
度
予
算
関
係

新
団
体
長
の
抱
負
・
球
技
大
会

芝
桜
観
賞
会
・
一
日
一
汗
運
動

ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ

学
校
だ
よ
り
・
ホ
タ
ル
便

㈱
ほ
た
る
の
里
城
河
原
・
ふ
る
さ
と
文
芸

…
…
…
２

…
…
…
…
３

…
…
…
…
４

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

…
…
…
…
…
６
～
７
…
８

…
…
…
２

…
…
…
…
３

…
…
…
…
４

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

…
…
…
…
…
６
～
７
…
８

…
…
…
２

…
…
…
…
３

…
…
…
…
４

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

…
…
…
…
…
６
～
７
…
８

　
株
式
会
社
ほ
た
る
の
里
城
河
原
（
代

表
取
締
役
　
本
多
幸
人
）
は
、
地
域
営

農
法
人
と
し
て
、
高
齢
等
に
よ
り
耕
作

で
き
な
く
な
っ
た
田
畑
の
受
託
管
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
田
圃
６
町
歩
、
畑
１
町
歩
を

預
か
っ
て
お
り
、
水
稲
栽
培
、
タ
カ

ナ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
カ
ラ
イ
モ
、
菊
芋
、

菜
種
、
広
島
菜
を
時
期
に
合
わ
せ
て
栽

培
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
た
に
、
β
グ
ル
カ
ン
を

豊
富
に
含
み
、
腸
内
環
境
の
改
善
に
加

え
、
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
る
効
果
が
あ

城
河
原
狂
句

岩

　﨑

　
　
　學

ち
ゃ
ん
し
も
た

　臍
繰
っ
た
場
所
忘
れ
と
る

ち
ゃ
ん
し
も
た

　下
戸
も
割
勘
だ
っ
た
つ
か

へ
ぐ
ら
し
し
て

　だ
れ
や
み
の
つ
ま
ま
に
あ
わ
ん

へ
ぐ
ら
し
し
て

　杖
で
さ
で
さ
で
帰
ら
し
た

宮

　本

　一

　之

へ
ぐ
ら
し
し
て

　大
河
ド
ラ
マ
は
見
損
な
い

へ
ぐ
ら
し
し
て

　マ
ム
シ
が
怖
い
か
え
り
道

ち
ゃ
ん
し
も
た

　オ
フ
に
し
と
っ
た
電
気
柵

ち
ゃ
ん
し
も
た

　又
打
ち
切
っ
た
い
く
り
苗

あ

ざ

上

野

々

へ
ぐ
ら
し
し
て

　い
の
し
し
ブ
ー
ブ
野
良
帰
り

へ
ぐ
ら
し
し
て

　カ
エ
ル
鳴
き
だ
す
田
ん
ぼ
道

ち
ゃ
ん
し
も
た

　キ
ー
を
抜
か
ず
に
ロ
ッ
ク
し
た

ち
ゃ
ん
し
も
た

　ラ
ン
パ
ン
忘
れ
パ
ン
ツ
走

俳

　句

で
た
ら
め
の

　絵
ば
か
り
描
い
て

　六
月
尽

五
月
雨
や

　恥
を
し
の
ん
で

　か
く
電
話

ぼ
ん
や
り
と

　過
す
一
日

　時
計
草

こ
ぼ
れ
落
つ

　涙
の
よ
う
な

　今
日
の
雨

佐
々
木

　節

　子

へ
そ 

く

　城河原狂句では「笠（お題）」を
決めて、皆さんに楽しく競い合っ
てもらいたいと思っています。次
号の「笠」は、「ふうが人」「みぞ
げんなか」です。読者の皆さん、
奮ってご投稿ください。
　次号の締め切りは、10月末日
です。

　「ふるさと」は、地域の皆さんと

一緒につくる広報紙です。

　身近な話題、ご意見、文芸作品

等、お近くの広報委員または内野

出張所（五和町手野一丁目367-1 

地域交流センター「おおくす」内 

℡0969-34-0355）までご連絡く

ださい。

【
香
典
返
し
】

　鶴
田

　京
子
様
（
故
父
井
上

　利
男
様
）

　田
口

　
　孝
様
（
故
母

　ミ
ツ
様
）

　岩
﨑
銀
之
丞
様
（
故
子

　大
和
様
）

◎
地
域
づ
く
り
振
興
会

　社
会
福
祉
部
会
香
典
返
し

◎
地
域
づ
く
り
振
興
会

　社
会
福
祉
部
会
香
典
返
し

（
平
成
31
年
4
月
〜
）

城河原の動き城河原の動き城河原の動き城河原の動き

※ (　）内は前回号比

城河原の動き城河原の動き

 (令和元年６月30日現在）

人　口 　929人 (－16）

　男　　 444人 (－５）

　女　　 485人 (－11）

世帯数　 381戸 (－５）

城河原の
今後の主な行事・活動

8月 アカペラ合宿（23～24日）
アカペラライブｉｎ五和2019
　　　　　（25日・おおくす）

9月 防災訓練（１日）
敬老会　（16日）
体育大会（22日）

11月 産業文化祭（２～３日）

㈱
ほ
た
る
の
里
城
河
原

もち麦収穫



　
４
月
22
日（
月
）、「
城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
」「
城
河
原
地
区
自
主
防
災
会
」の
総
会
が
城
河
原
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
野
口
米
仁
会
長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
30
年
度
の
活
動
、
決
算
報
告
及
び
平
成
31
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
決
算
額
】

■
城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会

◎
収
入
合
計

　
5
、8
7
5
、6
7
1
円

◎
支
出
合
計

　
5
、0
2
5
、1
6
4
円

■
城
河
原
地
区
自
主
防
災
会

◎
収
入
合
計

　
1
0
9
、8
5
9
円

◎
支
出
合
計

　
　
3
7
、3
2
8
円

■
城
河
原
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
収
入
合
計

　
3
、
6
1
3
、
2
2
6
円

◎
支
出
合
計

　
3
、
6
0
5
、
6
8
4
円

【
役
員
】
（
敬
称
略
）

会
　
長
　
　
野
口
　
米
仁 

副
会
長
　
　
岩
﨑
　
俊
二
（
区
長
代
表
）

　
〃
　
　
　
田
口
久
美
子 

　
〃
　
　
　
井
下
　
克
也
（
新
）

理
　
事
　
　
24
名

顧
　
問
　
　
田
中
　
　
茂
（
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　
　
猪
口
　
速
人
（
前
25
区
長
）

　
〃
　
　
　
岩
﨑
　
俊
巳
（
前
26
区
長
）

　
〃
　
　
　
田
口
　
修
司
（
前
27
区
長
）

で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
城
河
原
地
区
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
子
ど
も
会
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
６
月
２
日（
日
）に
実
施
し
ま
し

た
廃
品
回
収
に
お
き
ま
し
て
は
、

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
ビ

ー
ル
瓶
４
，
５
０
０
本
以
上
。
一

升
瓶
７
０
０
本
以
上
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
城
河
原
子
ど
も
会
に
は

22
世
帯
、
35
名
の
子
ど
も
た
ち
が

在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
ご
存
じ
の

よ
う
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
統
廃
合

に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
登
校
。
遊

び
も
外
か
ら
家
の
中
で
の
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
な
ど
に
変
わ
っ

て
き
た
た
め
地
域
の
皆
様
と
の
関

　
本
年
４
月
１
日
に
城
河
原
地
域

づ
く
り
振
興
会
副
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
井
下
で
す
。

　
城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
は
、

平
成
14
年
に
発
足
し
て
17
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
活
動
に
こ
れ
ま

で
携
わ
れ
て
き
た
、
皆
さ
ま
の
ご

功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

か
ら
振
興
会
の
活
動
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
天
草
市
に
合
併
し
た
当

時
、
城
河
原
の
人
口
は
１
，
２
７

７
人
（
65
歳
以
上
４
２
６
人
）、

世
帯
数
３
９
４
世
帯
で
し
た
が
、

13
年
後
の
現
在
は
９
２
２
人
（
65

歳
以
上
４
２
７
人
）、
３
７
９
世

帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
が

３
５
５
人
減
少
し
、
現
在
65
歳
以

上
の
比
率
が
46
・
３
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
の

新
１
年
生
が
６
人
で
、
小
学
生
31

人
、
中
学
生
13
人
の
状
況
で
す
。

　
こ
の
様
な
現
状
を
踏
ま
え
、
今

　
本
年
度
の
各
区
長
、
自
治
公
民

館
長
、
部
会
長
、
各
種
団
体
役
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
区
長

　
上
野
原
　
　
荒
木
　
清
人（
再
）

　
荒
河
内
　
　
岡
部
　
義
夫（
再
）

　
城
木
場（
代
表
）岩
﨑
　
俊
二（
再
）

　
打
　
越
　
　
品
川
　
　
通（
再
）

◎
各
地
区
自
治
公
民
館
長

　
上
野
原
　
　
山
本
　
達
男（
再
）

　
野
　
口
　
　
臼
木
喜
久
弘（
再
）

　
宇
　
土
　
　
長
嶋
　
栄
二（
再
）

　
荒
河
内
　
　
猪
股
　
　
格（
再
）

　
田
　
代
　
　
田
代
　
　
誠（
再
）

　
城
木
場
　
　
岩
﨑
　
　
敏（
再
）

　
打
　
越
　
　
田
口
　
誠
一（
再
）

◎
各
部
長

　
総
務
部
長
　
佐
藤
　
博
喜（
再
）

　
文
化
部
長
　
喜
多
　
国
久（
再
）

　
産
業
部
長
　
野
口
　
利
光（
再
）

　
体
育
部
長
　
岩
﨑
　
智
也（
再
）

　
生
活
部
長
　
松
下
み
ど
り（
再
）

　
広
報
部
長
　
長
嶋
　
栄
二（
再
）

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
野
嶋
　
一
郎（
再
）

◎
各
種
団
体
役
員

長
寿
会

　
代
　
表
　
　
井
上
　
彰
浩（
新
）

小
中
学
生
保
護
者

　
代
　
表
　
　
岩
本
　
清
幸（
新
）

子
ど
も
会
育
成
会

　
上
野
原
　
　
山
川
　
亜
衣（
新
）

　
荒
河
内（
代
表
）北
野
　
五
志（
新
）

　
城
木
場
　
　
岩
﨑
　
正
道（
再
）

　
打
　
越
　
　
田
口
　
拓
弥（
新
）

消
防
団

　
五
分
団
長
　
野
嶋
　
一
郎（
再
）

　
副
分
団
長
　
松
元
　
敏
之（
再
）

　
一
部
長
　
　
臼
木
　
徹
也（
再
）

　
二
部
長
　
　
野
角
　
　
誠（
再
）

　
三
部
長
　
　
岩
﨑
　
一
敏（
再
）

　
四
部
長
　
　
田
口
　
　
優（
新
）

　
五
部
長
　
　
田
口
　
　
富（
再
）

城
河
原
社
協
・

　
　
　振
興
会
社
会
福
祉
部
会

　
代
　
表
　
　
岩
﨑
　
　
正（
再
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

3 ふ る さ と 22019. 7. 31

■平成31年度予算

城河原
地域づくり振興会
副会長

井 下 克 也 さん

城河原地域づくり振興会・自主防災会総会開催城河原地域づくり振興会・自主防災会総会開催

後
の
活
動
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
考

え
、
明
る
い
、
魅
力
あ
る
城
河
原

の
地
域
づ
く
り
に
、
微
力
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
、
ご
指
導

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
城
河
原
長
寿
会
会

長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
責

任
の
お
も
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
年
々
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
中
、
年
号
が
平
成
か
ら
令

和
に
変
わ
り
、
社
会
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
気
象
の
変
化
に
よ

り
大
き
な
災
害
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
互
い
に
声
を
か
け
あ

い
身
の
安
全
に
気
を
付
け
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
各
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
例
会
を
は
じ
め
と
し
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
健
康
体
操
等

健
康
に
重
視
し
た
活
動
を
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
様
な
活
動

を
通
じ
て
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
活
動
が

新
団
体
長
の
抱
負

収 入収 入
　会費
540,600円

　補助金
1,103,000円

寄附金
100,000円

事業収入
1,417,000円 　助成金

785,000円

雑収入
　893円

繰入金
100,000円

繰越金
850,507円

収入合計
4,897,000円

支 出支 出 事務費200,000円
会議費20,000円

直轄事業費
1,240,000円

重点プロジェクト
事業費
500,000円

各部会事業費
  1,390,000円

公民館部門
　　事業費
　830,000円

予備費
117,000円
研修費
400,000円

事業予備費
100,000円

人件費100,000円

支出合計
4,897,000円

城河原長寿会
会　長

井 上 彰 浩 さん

城河原子ども会
代　表

北 野 五 志 さん

わ
り
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
少
し

で
も
地
域
の
皆
様
と
交
流
で
き
る

よ
う
に
、
廃
品
回
収
・
料
理
教

室
・
地
域
清
掃
・
地
域
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
参
加
を
と
お
し
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
と
共
に
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
子
ど
も
会

へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
７
月
７
日（
日
）、
健
康
増
進
を

図
り
、
住
民
相
互
の
親
睦
と
融
和

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域

づ
く
り
振
興
会
の
主
催
で
、
城
河

原
地
区
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参

加
さ
れ
た
方
は
、「
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

購
入
し
、
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
思

う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
玉
が
行
か
ず

結
果
は
散
々
で
し
た
。
練
習
を
重

ね
て
少
し
で
も
上
達
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。」と
の
こ

と
で
し
た
。 球

技
大
会

球
技
大
会

総合優勝　城木場地区
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４
月
22
日（
月
）、「
城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
」「
城
河
原
地
区
自
主
防
災
会
」の
総
会
が
城
河
原
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
野
口
米
仁
会
長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
30
年
度
の
活
動
、
決
算
報
告
及
び
平
成
31
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
決
算
額
】

■
城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会

◎
収
入
合
計

　
5
、8
7
5
、6
7
1
円

◎
支
出
合
計

　
5
、0
2
5
、1
6
4
円

■
城
河
原
地
区
自
主
防
災
会

◎
収
入
合
計

　
1
0
9
、8
5
9
円

◎
支
出
合
計

　
　
3
7
、3
2
8
円

■
城
河
原
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
収
入
合
計

　
3
、
6
1
3
、
2
2
6
円

◎
支
出
合
計

　
3
、
6
0
5
、
6
8
4
円

【
役
員
】
（
敬
称
略
）

会
　
長
　
　
野
口
　
米
仁 

副
会
長
　
　
岩
﨑
　
俊
二
（
区
長
代
表
）

　
〃
　
　
　
田
口
久
美
子 

　
〃
　
　
　
井
下
　
克
也
（
新
）

理
　
事
　
　
24
名

顧
　
問
　
　
田
中
　
　
茂
（
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　
　
猪
口
　
速
人
（
前
25
区
長
）

　
〃
　
　
　
岩
﨑
　
俊
巳
（
前
26
区
長
）

　
〃
　
　
　
田
口
　
修
司
（
前
27
区
長
）

で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
城
河
原
地
区
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
子
ど
も
会
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
６
月
２
日（
日
）に
実
施
し
ま
し

た
廃
品
回
収
に
お
き
ま
し
て
は
、

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
ビ

ー
ル
瓶
４
，
５
０
０
本
以
上
。
一

升
瓶
７
０
０
本
以
上
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
城
河
原
子
ど
も
会
に
は

22
世
帯
、
35
名
の
子
ど
も
た
ち
が

在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
ご
存
じ
の

よ
う
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
統
廃
合

に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
登
校
。
遊

び
も
外
か
ら
家
の
中
で
の
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
な
ど
に
変
わ
っ

て
き
た
た
め
地
域
の
皆
様
と
の
関

　
本
年
４
月
１
日
に
城
河
原
地
域

づ
く
り
振
興
会
副
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
井
下
で
す
。

　
城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
は
、

平
成
14
年
に
発
足
し
て
17
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
活
動
に
こ
れ
ま

で
携
わ
れ
て
き
た
、
皆
さ
ま
の
ご

功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

か
ら
振
興
会
の
活
動
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
天
草
市
に
合
併
し
た
当

時
、
城
河
原
の
人
口
は
１
，
２
７

７
人
（
65
歳
以
上
４
２
６
人
）、

世
帯
数
３
９
４
世
帯
で
し
た
が
、

13
年
後
の
現
在
は
９
２
２
人
（
65

歳
以
上
４
２
７
人
）、
３
７
９
世

帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
が

３
５
５
人
減
少
し
、
現
在
65
歳
以

上
の
比
率
が
46
・
３
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
の

新
１
年
生
が
６
人
で
、
小
学
生
31

人
、
中
学
生
13
人
の
状
況
で
す
。

　
こ
の
様
な
現
状
を
踏
ま
え
、
今

　
本
年
度
の
各
区
長
、
自
治
公
民

館
長
、
部
会
長
、
各
種
団
体
役
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
区
長

　
上
野
原
　
　
荒
木
　
清
人（
再
）

　
荒
河
内
　
　
岡
部
　
義
夫（
再
）

　
城
木
場（
代
表
）岩
﨑
　
俊
二（
再
）

　
打
　
越
　
　
品
川
　
　
通（
再
）

◎
各
地
区
自
治
公
民
館
長

　
上
野
原
　
　
山
本
　
達
男（
再
）

　
野
　
口
　
　
臼
木
喜
久
弘（
再
）

　
宇
　
土
　
　
長
嶋
　
栄
二（
再
）

　
荒
河
内
　
　
猪
股
　
　
格（
再
）

　
田
　
代
　
　
田
代
　
　
誠（
再
）

　
城
木
場
　
　
岩
﨑
　
　
敏（
再
）

　
打
　
越
　
　
田
口
　
誠
一（
再
）

◎
各
部
長

　
総
務
部
長
　
佐
藤
　
博
喜（
再
）

　
文
化
部
長
　
喜
多
　
国
久（
再
）

　
産
業
部
長
　
野
口
　
利
光（
再
）

　
体
育
部
長
　
岩
﨑
　
智
也（
再
）

　
生
活
部
長
　
松
下
み
ど
り（
再
）

　
広
報
部
長
　
長
嶋
　
栄
二（
再
）

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
野
嶋
　
一
郎（
再
）

◎
各
種
団
体
役
員

長
寿
会

　
代
　
表
　
　
井
上
　
彰
浩（
新
）

小
中
学
生
保
護
者

　
代
　
表
　
　
岩
本
　
清
幸（
新
）

子
ど
も
会
育
成
会

　
上
野
原
　
　
山
川
　
亜
衣（
新
）

　
荒
河
内（
代
表
）北
野
　
五
志（
新
）

　
城
木
場
　
　
岩
﨑
　
正
道（
再
）

　
打
　
越
　
　
田
口
　
拓
弥（
新
）

消
防
団

　
五
分
団
長
　
野
嶋
　
一
郎（
再
）

　
副
分
団
長
　
松
元
　
敏
之（
再
）

　
一
部
長
　
　
臼
木
　
徹
也（
再
）

　
二
部
長
　
　
野
角
　
　
誠（
再
）

　
三
部
長
　
　
岩
﨑
　
一
敏（
再
）

　
四
部
長
　
　
田
口
　
　
優（
新
）

　
五
部
長
　
　
田
口
　
　
富（
再
）

城
河
原
社
協
・

　
　
　振
興
会
社
会
福
祉
部
会

　
代
　
表
　
　
岩
﨑
　
　
正（
再
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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■平成31年度予算

城河原
地域づくり振興会
副会長

井 下 克 也 さん

城河原地域づくり振興会・自主防災会総会開催城河原地域づくり振興会・自主防災会総会開催

後
の
活
動
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
考

え
、
明
る
い
、
魅
力
あ
る
城
河
原

の
地
域
づ
く
り
に
、
微
力
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
、
ご
指
導

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
城
河
原
長
寿
会
会

長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
責

任
の
お
も
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
年
々
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
中
、
年
号
が
平
成
か
ら
令

和
に
変
わ
り
、
社
会
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
気
象
の
変
化
に
よ

り
大
き
な
災
害
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
互
い
に
声
を
か
け
あ

い
身
の
安
全
に
気
を
付
け
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
各
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
例
会
を
は
じ
め
と
し
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
健
康
体
操
等

健
康
に
重
視
し
た
活
動
を
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
様
な
活
動

を
通
じ
て
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
活
動
が

新
団
体
長
の
抱
負

収 入収 入
　会費
540,600円

　補助金
1,103,000円

寄附金
100,000円

事業収入
1,417,000円 　助成金

785,000円

雑収入
　893円

繰入金
100,000円

繰越金
850,507円

収入合計
4,897,000円

支 出支 出 事務費200,000円
会議費20,000円

直轄事業費
1,240,000円

重点プロジェクト
事業費
500,000円

各部会事業費
  1,390,000円

公民館部門
　　事業費
　830,000円

予備費
117,000円
研修費
400,000円

事業予備費
100,000円

人件費100,000円

支出合計
4,897,000円

城河原長寿会
会　長

井 上 彰 浩 さん

城河原子ども会
代　表

北 野 五 志 さん

わ
り
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
少
し

で
も
地
域
の
皆
様
と
交
流
で
き
る

よ
う
に
、
廃
品
回
収
・
料
理
教

室
・
地
域
清
掃
・
地
域
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
参
加
を
と
お
し
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
と
共
に
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
子
ど
も
会

へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
７
月
７
日（
日
）、
健
康
増
進
を

図
り
、
住
民
相
互
の
親
睦
と
融
和

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域

づ
く
り
振
興
会
の
主
催
で
、
城
河

原
地
区
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参

加
さ
れ
た
方
は
、「
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

購
入
し
、
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
思

う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
玉
が
行
か
ず

結
果
は
散
々
で
し
た
。
練
習
を
重

ね
て
少
し
で
も
上
達
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。」と
の
こ

と
で
し
た
。 球

技
大
会

球
技
大
会
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６
月
２
日（
日
）、
「
み
ん
な
で

い
い
汗
流
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
各
地
区
に
お
い
て
一
日
一
汗

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
作
業
時
に
は
雨
も
止
み
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
多
数
参
加

し
、
空
き
缶
や
ご
み
拾
い
の
他
、

地
区
に
よ
っ
て
は
道
路
沿
い
の
草

刈
り
、
側
溝
の
掃
除
な
ど
も
行
わ

　
５
月
25
日（
土
）、
午
後
５
時

か
ら
城
河
原
運
動
広
場
（
旧
城
河

原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
と
内
野

川
沿
い
の
ホ
タ
ル
ロ
ー
ド
で
、
第

18
回
〝
ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ
ほ
ん
わ

か
ホ
タ
ル
の
観
賞
会
〞
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
初
の
屋
外
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
と
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、

取
り
囲
む
よ
う
に
バ
ザ
ー
等
出
店

が
並
び
、
日
が
暮
れ
る
頃
に
は
、

会
場
は
お
祭
り
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
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ほ
ん
わ
か
ホ
タ
ル
の
観
賞
会

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
も
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
身
勝
手
な

行
為
が
、
い
か
に
他
人
に
迷
惑
を

か
け
、
環
境
を
汚
し
て
い
る
の
か

身
を
も
っ
て
体
験
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
さ
ら
に
マ
ナ
ー
の
向

上
、
環
境
美
化
に
努
め
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
業
後
に
は
、
子
ど
も

会
で
廃
品
回
収
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
４
月
13
日（
土
）、
第
５
回
芝
桜

観
賞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
天
候

に
恵
ま
れ
、
色
鮮
や
か
な
芝
桜
を

見
て
「
き
れ
い
で
す
ね
。
花
の
手

入
れ
が
大
変
で
し
ょ
う
」
と
か
、

「
毎
年
き
れ
い
な
芝
桜
を
見
る
こ

と
が
で
き
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
ガ
ネ
ア
ゲ
が

楽
し
み
で
す
」と
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

一
日
一
汗
運
動

一
日
一
汗
運
動

第５回芝桜観賞会を開催第５回芝桜観賞会を開催

 

天
気
に
恵
ま
れ
今
回
も
地
域
内

外
か
ら
約
１
，０
０
０
人
の
来
場

者
が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

ホ
タ
ル
の
夕
べ
市
、
お
楽
し
み
抽

選
会
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
五
和
小
学
校

の
児
童
に
よ
る
ホ
タ
ル
便
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
抽
選
会
で
は
、

１
５
０
点
余
り
の
商
品
の
提
供
が

あ
り
、
当
選
番
号
の
発
表
に
大
き

な
た
め
息
や
笑
い
で
一
喜
一
憂
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球
國

祭
り
太
鼓
エ
イ
サ
ー
の
皆
さ
ん
に

よ
る
迫
力
あ
る
演
技
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ホ
タ
ル
の
夕
べ
市
で
は
、
地
元

農
産
品
や
特
産
品
、
飲
み
物
の
販

売
が
行
わ
れ
、
中
に
は
品
切
れ
す

る
お
店
も
あ
り
ま
し
た
。
昔
な
が

ら
の
出
店
も
あ
り
お
祭
り
ム
ー
ド

満
点
で
し
た
。

　
今
回
の
屋
外
開
催
に
つ
い
て
は
、

来
場
者
や
出
店
者
か
ら
、「
会
場

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る
こ
と

が
で
き
た
」、「
こ
れ
ま
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
が
見
ら
れ
た
」
と
、
評

判
も
上
々
で
し
た
。

 

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　
５
月
10
日（
金
）、
城
河
原
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
・
振
興
会
社
会

福
祉
部
会
の
総
会
が
ユ
メ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

の
活
動
・
決
算
報
告
及
び
平
成
31

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
事
業
実
績
】
　
　
　
　
　

　
ひ
ま
わ
り
会
に
よ
る
弁
当
配
食

サ
ー
ビ
ス（
毎
月
10
日
）、
友
愛
訪

問（
７
月
、
３
月
）、
転
倒
骨
折
予

防
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
９

月
11
日
）、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
集

い（
10
月
11
日
）、
子
ど
も
会
と
の

餅
つ
き（
12
月
16
日
）な
ど
。

【
ご
芳
志
に
感
謝
】

　
昨
年
度
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
の
ご
遺
族
か
ら
22
件
、
総
額

54
万
円
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
、
社
会
福

祉
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

城
河
原
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
・
振
興
会
社
会

福
祉
部
会
総
会
を
開
催

城
河
原
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
・
振
興
会
社
会

福
祉
部
会
総
会
を
開
催
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６
月
２
日（
日
）、
「
み
ん
な
で

い
い
汗
流
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
各
地
区
に
お
い
て
一
日
一
汗

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
作
業
時
に
は
雨
も
止
み
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
多
数
参
加

し
、
空
き
缶
や
ご
み
拾
い
の
他
、

地
区
に
よ
っ
て
は
道
路
沿
い
の
草

刈
り
、
側
溝
の
掃
除
な
ど
も
行
わ

　
５
月
25
日（
土
）、
午
後
５
時

か
ら
城
河
原
運
動
広
場
（
旧
城
河

原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
と
内
野

川
沿
い
の
ホ
タ
ル
ロ
ー
ド
で
、
第

18
回
〝
ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ
ほ
ん
わ

か
ホ
タ
ル
の
観
賞
会
〞
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
初
の
屋
外
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
と
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、

取
り
囲
む
よ
う
に
バ
ザ
ー
等
出
店

が
並
び
、
日
が
暮
れ
る
頃
に
は
、

会
場
は
お
祭
り
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
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「
有
言
実
行

　
　
　
　五
和
っ
子
」

 

今
年
度
の
五
和
小
の
合
言
葉
を
「
有
言

実
行
」
と
し
ま
し
た
。
不
言
実
行
か
ら
使

わ
れ
出
し
た
言
葉
で
、
言
っ
た
こ
と
は
必

ず
実
行
す
る
、
発
言
し
た
こ
と
を
責
任
も

っ
て
行
う
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
言
う
」「
発
言
す
る
」を「
目
標
を
明
ら
か

に
す
る
」と
い
う
意
味
に
捉
え
、『
目
標
を

明
ら
か
に
し
、
実
践
へ
の
意
志
を
強
く
持

ち
、
成
し
遂
げ
る
た
め
に
行
動
す
る
』
を

合
言
葉
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
５
月
26
日（
日
）は
晴
天
に
恵
ま
れ
、「
有

言
実
行
　
最
後
ま
で
　
元
気
い
っ
ぱ
い
　

や
り
ぬ
こ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

五
和
小
学
校
第
６
回
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
ど
の
学
年
も
練
習
を
通
し
て
、
く

じ
け
ず
に
が
ん
ば
る
力
、
協
力
す
る
力
、

今
何
を
す
べ
き
か
判
断
し
て
行
動
す
る
力

な
ど
大
切
な
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
本
番
は
、
保
護
者
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
の
支
え
の
お
か
げ
で
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
ど
お
り
の
す
ば
ら
し
い
運
動
会
に

な
り
ま
し
た
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
５
月
30
日（
木
）に
は
、
城
河
原
小
学
校

時
代
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
「
ホ
タ
ル
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五
和
小
学
校

便
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
日
の
５
月
29

日（
水
）の
夜
は
、
内
野
川
周
辺
で
ホ
タ
ル

の
捕
獲
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
は
７
時
55

分
発
の
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
で
福
岡
へ
飛
び

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
を
と
ど
け
た
屋
形
原
特

別
支
援
学
校
で
も
、
福
岡
病
院
で
も
大
歓

迎
を
受
け
、
天
草
と
福
岡
を
結
ぶ
と
い
う

大
切
な
役
目
を
今
年
も
有
言
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
な
ど
関
係
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
の
入
学
式
で
44
人
の
新
入
生
を
迎

え
、
本
年
度
本
校
は
、
全
校
生
徒
１
４
３

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ド
ル
フ
ィ
ン

学
級
も
含
め
６
ク
ラ
ス
は
昨
年
度
と
同
様

で
す
。
　

　
５
月
20
日（
月
）に
は
、「
『
飛

翔
』
〜
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
時

代
へ
〜
」
の
生
徒
会
テ
ー
マ
の
も

と
、
第
８
回
体
育
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
雨
と
な

り
、
最
後
は
体
育
館
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
、

最
後
ま
で
自
分
自
身
が
輝
け
る
よ

う
に
、
そ
し
て
同
時
に
、
周
囲
の

仲
間
た
ち
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
精
一
杯
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
後
ま
で
ご
観
覧
い
た
だ
い

た
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
26
日（
日
）の
五
和

小
の
運
動
会
で
は
、
中
学
生
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
様
々
な
係
を

手
伝
い
、
後
輩
た
ち
と
と
も
に
運

動
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
入
学
し
て
２
ヶ
月
が
経
過
し
た
１
年
生

は
、
６
月
５
日
・
６
日
と
天
草
青
年
の
家

で
１
泊
２
日
の
日
程
で
宿
泊
教
室
を
行

い
、
野
外
活
動
を
中
心
に
集
団
生
活
に
必

要
な
規
律
、
責
任
、
協
力
の
大
切
さ
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
と
い
う
節

目
の
年
、
小
中
連
携
教
育
６
年
目
の
今
年

も
小
学
校
と
の
連
携
や
交
流
を
通
し
て
、

心
身
と
も
に
健
や
か
な
五
和
っ
子
を
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
方
々

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
５
月
18
日（
土
）城
河
原
保
育
園
で
は
、

環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
作

り
の
保
育
参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
園

当
初
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
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っ
た
各
ク
ラ
ス

で
の
環
境
学
習
の
後
、
親
子
で
Ｅ
Ｍ
だ
ん

ご
作
り
で
す
。
雨
が
降
る
悪
天
候
の
中
で

し
た
が
、「
ホ
タ
ル
飛
び
交
う
　
き
れ
い

な
川
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
一
人
ひ
と

り
が
願
い
を
込
め
て
、
お
う
ち
の
人
や
お

友
達
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
小
さ
い
手
で
〝
ギ

ュ
ッ
ギ
ュ
ッ
〞
と
だ
ん
ご
を
丸
め
る
子
ど

も
た
ち
。
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
保
護

者
の
方
々
も
幼
少
期
に
戻
り
、
だ
ん
ご
を

見
せ
合
い
っ
こ
し
な
が
ら
大
満
足
。
笑
顔

い
っ
ぱ
い
、
心
に
ホ
タ
ル
の
光
が
〝
パ
ッ
〞

輝
く
瞬
間
で
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

保
護
者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
作
っ
た
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
を
観
察
し
な
が

ら
、「
フ
ワ
フ
ワ
〜
カ
ビ
が
生
え
と
る
‼
」

「
く
さ
〜
い
‼
」
な
ど
毎
年
経
験
し
て
い

て
も
、
沢
山
の
驚
き
や
発
見
が
止
ま
ら
な

い
子
ど
も
た
ち
。
６
月
１
日（
土
）に
Ｅ
Ｍ

だ
ん
ご
を
川
に
投
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
で
は
「
き
れ
い
に
な
っ
た
か
な
〜
」

と
川
を
覗
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
城
河
原
の
自
然
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
こ
れ
か
ら
も
育
み
、
自
然
の
恵
み

に
感
謝
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
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て
い
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い
と
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。
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葉
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「
有
言
実
行

　
　
　
　五
和
っ
子
」

 

今
年
度
の
五
和
小
の
合
言
葉
を
「
有
言

実
行
」
と
し
ま
し
た
。
不
言
実
行
か
ら
使

わ
れ
出
し
た
言
葉
で
、
言
っ
た
こ
と
は
必

ず
実
行
す
る
、
発
言
し
た
こ
と
を
責
任
も

っ
て
行
う
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
言
う
」「
発
言
す
る
」を「
目
標
を
明
ら
か

に
す
る
」と
い
う
意
味
に
捉
え
、『
目
標
を

明
ら
か
に
し
、
実
践
へ
の
意
志
を
強
く
持

ち
、
成
し
遂
げ
る
た
め
に
行
動
す
る
』
を

合
言
葉
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
５
月
26
日（
日
）は
晴
天
に
恵
ま
れ
、「
有

言
実
行
　
最
後
ま
で
　
元
気
い
っ
ぱ
い
　

や
り
ぬ
こ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

五
和
小
学
校
第
６
回
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
ど
の
学
年
も
練
習
を
通
し
て
、
く

じ
け
ず
に
が
ん
ば
る
力
、
協
力
す
る
力
、

今
何
を
す
べ
き
か
判
断
し
て
行
動
す
る
力

な
ど
大
切
な
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
本
番
は
、
保
護
者
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
の
支
え
の
お
か
げ
で
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
ど
お
り
の
す
ば
ら
し
い
運
動
会
に

な
り
ま
し
た
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
５
月
30
日（
木
）に
は
、
城
河
原
小
学
校

時
代
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
「
ホ
タ
ル
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五
和
小
学
校

便
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
日
の
５
月
29

日（
水
）の
夜
は
、
内
野
川
周
辺
で
ホ
タ
ル

の
捕
獲
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
は
７
時
55

分
発
の
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
で
福
岡
へ
飛
び

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
を
と
ど
け
た
屋
形
原
特

別
支
援
学
校
で
も
、
福
岡
病
院
で
も
大
歓

迎
を
受
け
、
天
草
と
福
岡
を
結
ぶ
と
い
う

大
切
な
役
目
を
今
年
も
有
言
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
な
ど
関
係
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
の
入
学
式
で
44
人
の
新
入
生
を
迎

え
、
本
年
度
本
校
は
、
全
校
生
徒
１
４
３

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ド
ル
フ
ィ
ン

学
級
も
含
め
６
ク
ラ
ス
は
昨
年
度
と
同
様

で
す
。
　

　
５
月
20
日（
月
）に
は
、「
『
飛

翔
』
〜
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
時

代
へ
〜
」
の
生
徒
会
テ
ー
マ
の
も

と
、
第
８
回
体
育
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
雨
と
な

り
、
最
後
は
体
育
館
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
、

最
後
ま
で
自
分
自
身
が
輝
け
る
よ

う
に
、
そ
し
て
同
時
に
、
周
囲
の

仲
間
た
ち
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
精
一
杯
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
後
ま
で
ご
観
覧
い
た
だ
い

た
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
26
日（
日
）の
五
和

小
の
運
動
会
で
は
、
中
学
生
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
様
々
な
係
を

手
伝
い
、
後
輩
た
ち
と
と
も
に
運

動
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
入
学
し
て
２
ヶ
月
が
経
過
し
た
１
年
生

は
、
６
月
５
日
・
６
日
と
天
草
青
年
の
家

で
１
泊
２
日
の
日
程
で
宿
泊
教
室
を
行

い
、
野
外
活
動
を
中
心
に
集
団
生
活
に
必

要
な
規
律
、
責
任
、
協
力
の
大
切
さ
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
と
い
う
節

目
の
年
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小
中
連
携
教
育
６
年
目
の
今
年

も
小
学
校
と
の
連
携
や
交
流
を
通
し
て
、

心
身
と
も
に
健
や
か
な
五
和
っ
子
を
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
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々
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、
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協
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を
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し
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。
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Ｍ
だ
ん
ご
作

り
の
保
育
参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
園

当
初
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
あ
っ
た
各
ク
ラ
ス

で
の
環
境
学
習
の
後
、
親
子
で
Ｅ
Ｍ
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も
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や
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が
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ま
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子
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。
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ご
を
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に
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ま
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の
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で
は
「
き
れ
い
に
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か
な
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」

と
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を
覗
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
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河
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の
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然
を
大
切
に
す
る
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を
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か
ら
も
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み
、
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の
恵
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に
感
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し
な
が
ら
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る
と
さ
れ
る
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
に

加
え
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
の
あ
る

「
も
ち
麦
」（
ダ
イ
シ
モ
チ
）を
当
地
域

初
の
取
り
組
み
と
し
て
栽
培
い
た
し
ま

し
た
。
順
調
に
収
穫
が
完
了
し
７
月
か

ら
２
０
０
g
の
袋
入
り
で
５
０
０
円

（
税
込
み
５
４
０
円
）
で
の
販
売
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
菜
種
油
、
コ
ッ
パ
餅
、
乾
燥

か
ぼ
ち
ゃ
、
い
く
り
ジ
ャ
ム
、
乾
燥
菊

芋
等
の
加
工
食
品
の
販
売
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
社
は
、
常
時
、
株
主
へ
の
加
入
と

田
畑
の
受
託
依
頼
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

会
社
概
要
　
資
本
金
　
６
５
７
万
円

株
主
数
　
　
　
　
43
名
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主
な

内
容

振
興
会
総
会
・
新
年
度
予
算
関
係

新
団
体
長
の
抱
負
・
球
技
大
会

芝
桜
観
賞
会
・
一
日
一
汗
運
動

ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ

学
校
だ
よ
り
・
ホ
タ
ル
便

㈱
ほ
た
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の
里
城
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ふ
る
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と
文
芸
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株
式
会
社
ほ
た
る
の
里
城
河
原
（
代

表
取
締
役
　
本
多
幸
人
）
は
、
地
域
営

農
法
人
と
し
て
、
高
齢
等
に
よ
り
耕
作

で
き
な
く
な
っ
た
田
畑
の
受
託
管
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
田
圃
６
町
歩
、
畑
１
町
歩
を

預
か
っ
て
お
り
、
水
稲
栽
培
、
タ
カ

ナ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
カ
ラ
イ
モ
、
菊
芋
、

菜
種
、
広
島
菜
を
時
期
に
合
わ
せ
て
栽

培
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
た
に
、
β
グ
ル
カ
ン
を

豊
富
に
含
み
、
腸
内
環
境
の
改
善
に
加

え
、
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
る
効
果
が
あ

へ
そ 

く

　城河原狂句では「笠（お題）」を
決めて、皆さんに楽しく競い合っ
てもらいたいと思っています。次
号の「笠」は、「ふうが人」「みぞ
げんなか」です。読者の皆さん、
奮ってご投稿ください。
　次号の締め切りは、10月末日
です。

　「ふるさと」は、地域の皆さんと

一緒につくる広報紙です。

　身近な話題、ご意見、文芸作品

等、お近くの広報委員または内野

出張所（五和町手野一丁目367-1 

地域交流センター「おおくす」内 

℡0969-34-0355）までご連絡く

ださい。

【
香
典
返
し
】

　鶴
田

　京
子
様
（
故
父
井
上

　利
男
様
）

　田
口

　
　孝
様
（
故
母

　ミ
ツ
様
）

　岩
﨑
銀
之
丞
様
（
故
子

　大
和
様
）

◎
地
域
づ
く
り
振
興
会

　社
会
福
祉
部
会
香
典
返
し

◎
地
域
づ
く
り
振
興
会

　社
会
福
祉
部
会
香
典
返
し

（
平
成
31
年
4
月
〜
）

城河原の動き城河原の動き城河原の動き城河原の動き

※ (　）内は前回号比

城河原の動き城河原の動き

 (令和元年６月30日現在）

人　口 　929人 (－16）

　男　　 444人 (－５）

　女　　 485人 (－11）

世帯数　 381戸 (－５）

城河原の
今後の主な行事・活動

8月 アカペラ合宿（23～24日）
アカペラライブｉｎ五和2019
　　　　　（25日・おおくす）

9月 防災訓練（１日）
敬老会　（16日）
体育大会（22日）

11月 産業文化祭（２～３日）

㈱
ほ
た
る
の
里
城
河
原

もち麦収穫


